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守谷市議会議員一般選挙
所得税の確定申告と住民税の申告はお早めに　　
情報ひろば
子育てカレンダー
全国大会出場者紹介
生涯学習コーナー
フォトニュース
正しいごみの分別・資源の出し方Ｑ＆Ａ

市制施行 10周年　新たな一歩を踏み出そう
　守谷市は、今年、市制施行１0周年です。市では、10周年を
契機に、未来に向けた出発点としてさらなる発展を目指し、多
くの市民の皆さんが参加できる記念事業を行います。記念式典
をはじめ、各種イベント（料理、絵画・作文、写真、花壇、植
樹）を企画しています。ぜひ、ご参加ください。
※写真　土塔中央保育所の年長・年中の皆さん
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新
年
を
迎
え
、
年
頭
に
当
た
り
市
民
の

皆
様
に
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災

と
い
う
未
曽
有
の
大
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
今
な
お
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

旧
復
興
に
向
け
て
、
国
全
体
が
心
を
ひ
と

つ
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
飛
散

に
よ
り
、
守
谷
市
に
お
い
て
も
大
き
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
、
市
民

の
皆
様
に
少
し
で
も
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
放
射
線
量
低
減
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年

１
月
１
日
に
は
「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処

特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
、
今
後
、
市

で
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
「
除
染
実
施

計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
の
皆
様
の
安
全

安
心
の
た
め
、
さ
ら
な
る
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　

さ
て
、
本
年
は
守
谷
市
に
と
っ
て
、
市

制
施
行
10
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
ま
す
。
市
民
組
織
の
実
行
委
員
会
に

お
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
な
各
種
記
念
事
業
を
計
画
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
活
気
に

満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
平
成
24
年
度
を
初
年

度
と
し
、
平
成
33
年
度
を
目
標
年
度
と
す

る「
第
二
次
守
谷
市
総
合
計
画
」の
ス
タ
ー

ト
の
年
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
総

合
計
画
に
定
め
る
守
谷
市
の
新
た
な
将
来

像
で
あ
り
ま
す
「
緑
き
ら
め
き　

人
が
輝

く　

絆
つ
な
ぐ
ま
ち　

も
り
や
」
の
実
現

を
目
指
し
、
誰
も
が
守
谷
市
を
「
終つ

い

の
す

み
か
」
と
望
み
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
２
か
年
を
か
け
て

取
り
組
ん
で
き
た
「
地
域
福
祉
計
画
」
も
、

こ
の
３
月
に
策
定
で
き
る
予
定
で
す
。
計

画
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
各
地
域

の
皆
様
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
ご

意
見
や
ご
提
案
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、

地
域
ご
と
の
特
徴
を
生
か
し
た
計
画
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら

地
域
福
祉
計
画
の
推
進
を
図
り
、
誰
も
が

お
互
い
に
助
け
合
い
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
再
び
、

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
一
の
守
谷
市

を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
利
根
・
鬼
怒
・
小
貝
の

清
流
と
豊
か
な
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
歴
史

と
伝
統
に
輝
く
守
谷
の
市
民
で
す
。

　

こ
の
郷
土
を
愛
し
、
健
康
で
明
る
く

住
み
よ
い
文
化
都
市
を
目
ざ
し
て
、
こ

こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
水
と
緑
に
親
し
み
、
自
然
を
愛
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
豊
か
な
心
を
育
て
、
体
を
き
た
え
、

健
康
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、教
育
文
化
を
高
め
、個
性
を
の
ば
し
、

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
い
家
庭
を
き
ず
き
、
き
ま
り

を
守
り
、平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、互
い
に
助
け
合
い
、責
任
を
果
た
し
、

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

（
平
成
２
年
11
月
制
定
）　

（
平
成
14
年
２
月
継
承
）　

守
谷
市
民
憲
章

守
谷
市
民
憲
章

2012 年 1月2012 年 1月

守
谷
市
長　

会
田　

真
一

守
谷
市
長　

会
田　

真
一

市
長
新
年
あ
い
さ
つ

市
長
新
年
あ
い
さ
つ

◆市の鳥

小綬鶏

（こじゅけい）

◆市の花

山百合

（やまゆり）

◆市の木

松

（まつ）

「
緑
き
ら
め
き　

人
が
輝
く

「
緑
き
ら
め
き　

人
が
輝
く

　　

  　

絆
つ
な
ぐ
ま
ち
」
を
目
指
し
て

　

絆
つ
な
ぐ
ま
ち
」
を
目
指
し
て
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第28回守谷ハーフマラソン　交通規制のお知らせ第28回守谷ハーフマラソン　交通規制のお知らせ
守谷市市制施行 10 周年記念守谷市市制施行 10 周年記念

●主　催　守谷市体育協会／茨城陸上競技協会
●問合先　市役所生涯学習課内「守谷ハーフマラソン事務局」　内線278

　２月 12日㈰、守谷市体育協会主催の「第 28回守谷ハーフマラソン」が開催されます。今回、コー
スが刷新されました。皆さん、ぜひ沿道から熱い声援を送ってください。
　なお、当日は交通規制を実施します。大変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

※規制時間は状況により延長または短縮することがあります

◎
市
役
所
総
合
窓
口
課

▽
開
庁
時
間

　

午
後
２
時
〜
５
時
15
分

◎
中
央
図
書
館

▽
開
館
時
間

　

午
後
２
時
〜
６
時

●
モ
コ
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
）
全
ル
ー
ト

▽
運
休
時
間

　

始
発
〜
午
後
２
時

●
路
線
バ
ス
「
守
谷
駅
西
口
〜

美
園
循
環
」

▽
う
回
運
行
時
間

　

午
前
９
時
〜
正
午

※
う
回
運
行
中
、「
天
神
〜
け

や
き
台
六
丁
目
」
の
バ
ス
停

を
休
止

●
路
線
バ
ス
「
守
谷
駅
西
口
〜

新
守
谷
駅
」

▽
う
回
運
行
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

※
う
回
運
行
中
、「
岩
町
東
〜

松
前
台
一
丁
目
、
鬼
久
保
（

新
守
谷
駅
行
き
）」
の
バ
ス

停
を
休
止

●
バ
ス
に
関
す
る
問
合
先

 

・・
関
東
鉄
道
㈱
水
海
道
営
業
所

　

☎
22
・
０
４
５
２

 

・・
市
役
所
企
画
課　
内
線
３
３
５

窓
口
開
庁
・
開
館
時
間

窓
口
開
庁
・
開
館
時
間

バ
ス
運
休
・
う
回
時
間

バ
ス
運
休
・
う
回
時
間

２
月
２
月
1212
日日

日日

規　　制　　道　　路

①市道 2858号線
（水道事務所前～守谷市役所～守谷市役所入口）
車両通行止 9:10 ～ 12:30

②県道野田・牛久線
（メヒコ前～常総運動公園入口）
車両通行止 9:10 ～ 12:30

③県道取手・豊岡線
（立沢～野木崎郵便局）
車両通行止 9:10 ～ 12:30

④市道 101号線
（守谷市役所入口～天神）
車両通行止 9:50 ～ 12:00　　
※　　　は、ランナー通過後解除

⑤市道 109号線、市道 2245号線
　市道 2092号線
（立沢橋南～市営住宅入口）
車両通行止 9:50 ～ 10:35

⑥市道 102号線
（市営住宅入口～板戸井丁字路）
車線規制 10:00 ～ 10:40

⑦県道取手・豊岡線
（板戸井丁字路～常総運動公園入口）
矢印方向車両通行止10:00～ 10:50

⑧県道野田・牛久線
（野木崎郵便局～大柏）
車両通行止 10:15 ～ 12:00

⑨県道野田・牛久線：つくば方面
（大柏～つくばみらい市青木）
車両通行止 10:15 ～ 12:00

⑩県道野田・牛久線：守谷ＳＡ方面
（つくばみらい市青木～大柏）
車両通行止 10:15 ～ 12:00

広報もりや 2012.1.103

横断できない時間
10:25 ～ 12:00

横断できない時間
10:20 ～ 12:00
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２
月
５
日
㈰
は
、
守
谷
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で

す
。
選
挙
は
、
皆
さ
ん
が
政
治
に

参
加
す
る
た
め
の
大
切
な
機
会

で
す
。
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
の
で
き
る
時
間
は
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

す
。
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
投
票
所
名
を
よ
く
確

か
め
て
か
ら
、
投
票
所
へ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　

各
世
帯
に
投
票
所
入
場
券
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
自
分
の
分

を
切
り
取
り
、
投
票
所
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
に

持
参
し
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
権
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、

投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
や
入
場
券
を
失
く
し
た
場
合

な
ど
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
証
（
運
転
免
許
証
等
）
を
投

票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
公
報
は
、
候
補
者
の
経

歴
や
政
見
等
を
知
る
た
め
に
、

大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
す
。

よ
く
読
ん
で
か
ら
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

　

選
挙
公
報
は
、
立
候
補
届
出

日
（
１
月
29
日
㈰
）
以
降
に
作

成
し
、
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

に
新
聞
折
込
に
よ
り
各
世
帯
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、市
内
各
公
共
施
設（
市

役
所
・
公
民
館
・
図
書
館
等
）

に
お
い
て
も
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
を
す
る

方
に
は
選
挙
公
報
を
配
布
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
投
票
日
当
日
に
投
票
が

で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
前
投
票
期
間

　

１
月
30
日
㈪
〜
２
月
４
日
㈯

▼
期
日
前
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
期
日
前
投
票
場
所

　

市
役
所
１
階
中
会
議
室

▼
持
参
品

　

投
票
所
入
場
券

※
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
証
（
運
転
免
許

証
等
）
を
持
参

▼
問
合
先

市
役
所
総
務
課
内
「
市
選
挙

管
理
委
員
会
」

内
線
３
５
３

２
月
５
日
（
日
）
投
票
日

守
谷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
所
入
場
券
は

郵
便
で
発
送

投
票
は
選
挙
公
報
を

よ
く
読
ん
で

投
票
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
方
は

活動調査にご協力ください！

　経済センサス活動調査は、全産業分野の経済活
動を同一時点で網羅的に把握する唯一の調査であ
り、全国全ての事業所を対象に実施することから
「経済の国勢調査」といえます。
　特に、平成 24年２月に実施する今回の調査は、
わが国の経済活動への震災の影響を産業別、地域
別に把握できる統計調査であり、調査結果は今後
の復興の状況を確認するための貴重な資料となり
ます。
　調査票に記入していただいた内容は、統計の目
的以外（例：税の資料など）に使用することは絶
対にありませんので、安心してご提出ください。 

▼調査期日　平成 24年２月１日現在で実施

▼調査対象
　平成 24 年２月１日に国内に所在する全ての事
業所・企業
※農林漁家の属する個人経営の事業所、家事サー
ビス業、外国公務に属する事業所を除く

▼調査方法　
　「調査員による調査」と「国・県・市による調査」
の二つの方法で実施
※各事業所や企業により調査方法が異なります
ので、詳しくは法務省ホームページ経済セン
サス総合ガイド（http://www.stat.go.jp/data/
e-census/guide/index.htm）をご覧ください。

▼問合先　経済センサスコールセンター
　　 0120 － 44 － 1034

日 本 経 済 の「 い ま 」 を 教 え て く だ さ い。
平成 24 年経済センサス - 活動調査

平成24年
２月１日
（水）

皆
で行

こう投票
所
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調
整
を
し
て
い
な
い
方

・・
２
人
で
同
じ
方
を
扶
養
控
除

し
て
し
ま
っ
た
場
合
や
所
得

で
38
万
円
を
超
え
た
方
を
扶

養
控
除
し
て
し
ま
っ
た
場
合

・
年
末
調
整
後
、
12
月
31
日
ま

　
で
に
家
族
の
増
減
が
あ
っ
た
方

＊
株
式
の
譲
渡
や
配
当
の
所
得

が
あ
る
方
で
、
住
民
税
の
配

当
割
額
控
除
額
・
株
式
譲
渡

所
得
割
額
の
控
除
が
あ
る
場

合
、
当
初
税
額
が
決
定
す
る

ま
で
に
申
告
し
な
い
と
、
住

民
税
の
還
付
ま
た
は
減
額
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。な
お
、

申
告
し
た
場
合
は
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
の
算

出
基
礎
と
な
る
合
計
所
得
に

も
反
映
さ
れ
ま
す
。

●
確
定
申
告
の
必
要
な
方

　
「
所
得
金
額
の
合
計
額
」
が

「
社
会
保
険
料
控
除
や
扶
養
控

除
な
ど
の
合
計
額
」
を
超
え
、

か
つ
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金

額
を
基
に
し
て
「
算
出
し
た
税

額
」
が
「
配
当
控
除
額
」
と
年

末
調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
た

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
」

の
合
計
額
を
超
え
る
場
合
、
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・・
給
与
収
入
金
額
が
２
０
０
０

　

万
円
を
超
え
る
方

・・
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
、

　
４
０
０
万
円
を
超
え
る
方

・・
「
年
末
調
整
を
し
た
給
与
」

　

や
「
公
的
年
金
収
入
（
４
０

　

０
万
円
以
下
の
方
を
含
む
）」

以
外
に
「
原
稿
料
」
や
「
講

演
料
収
入
」
な
ど
他
の
所
得

が
20
万
円
以
上
あ
る
方

・・
給
与
収
入
が
２
か
所
以
上
か

ら
あ
る
方

・・
給
与
収
入
が
１
０
３
万
円
を

超
え
て
い
て
、
会
社
で
年
末

●
問
合
先　

市
役
所
税
務
課　

市
民
税
Ｇ　

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

所
得
税
の
確
定
申
告
と
住
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に

申
告
期
間　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭　

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、

そ
の
年
の
１
年
間
（
１
月
１
日

〜
12
月
31
日
）の
所
得
金
額
と
、

そ
の
所
得
に
つ
い
て
の
税
額
な

ど
を
計
算
し
、
翌
年
２
月
16
日

か
ら
３
月
15
日
（
土･

日
曜
日

の
場
合
は
翌
月
曜
日
）
ま
で
に

税
務
署
に
申
告
し
、
納
税
を
行

う
も
の
で
す
。

　

税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
が
、
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
申

告
を
し
た
場
合
、
後
日
、
不
足

と
な
る
税
金
を
徴
収
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、「
加
算
税
」
や

「
延
滞
金
」
と
い
っ
た
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算

し
、
必
ず
期
間
内
に
申
告
・
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
の
申
告
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
に
該
当
せ
ず
、
次

・・
勤
務
先
や
年
金
支
給
先
が
発

　

行
す
る
源
泉
徴
収
票（
原
本
）

・・
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
式
印
鑑

は
不
可
）

※
納
税
に
な
る
方
は
、
金
融
機

関
の
届
印

・・
本
人
名
義
口
座
の
金
融
機
関

名
・
番
号
が
分
か
る
も
の

・・
筆
記
用
具
・
計
算
機

・・
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保

険
・
国
民
年
金
な
ど
）
控
除

や
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
追

加
で
控
除
す
る
も
の
が
あ
る

場
合
に
は
、
支
払
先
が
発
行

す
る
支
払
証
明
書
ま
た
は
控

除
証
明
書

・・
障
害
者
の
方
ま
た
は
障
害
者

を
扶
養
す
る
方
は
、
障
害
者

手
帳
・
療
育
手
帳
・
要
介
護

認
定
に
伴
う
障
害
者
控
除
認

定
書
等
を
必
ず
持
参

＊
要
介
護
認
定
に
伴
う
障
害
者

控
除
認
定
書
の
取
得
は
、
市

役
所
介
護
福
祉
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

・・
申
告
に
必
要
な
収
入
の
分
か

る
証
明
書

・・
そ
の
他
、
各
控
除
に
必
要
な

書
類

の
事
項
に
当
て
は
ま
る
方
が
、

そ
の
１
年
間
（
１
月
１
日
〜
12

月
31
日
）
の
所
得
の
状
況
を
申

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
方
は
、
住
民
税
の
申
告

は
不
要
で
す
。

●
住
民
税
申
告
の
必
要
な
方

・・
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を

　
し
て
い
る
が
、
給
与
支
払
者
か

ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

・・
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
在

　

住
し
、
事
業
所
得
（
営
業
・

農
業
な
ど
）・
不
動
産
所
得
・

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
所
得

が
あ
り
、
確
定
申
告
に
該
当

し
な
い
方

・・
遺
族
年
金
・
障
害
者
年
金
・

雇
用
保
険
に
よ
る
失
業
手
当

の
み
の
収
入
の
方
、
生
活
保

護
の
方

・・
収
入
の
な
い
方
で
誰
に
も
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
方

・・
市
内
在
住
以
外
の
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方

・・
市
内
在
住
の
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
が
、
社
会
保
険
の
手

続
き
な
ど
の
た
め
、
収
入
金

額
（
０
円
を
含
む
）
の
明
記

さ
れ
た
所
得
証
明
や
非
課
税

証
明
が
必
要
な
方

共
通
必
要
書
類
等

住
民
税
（
市
・
県
民
税
）

の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
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▼
日
程
・
定
員

　

１
月
31
日
㈫
午
前
10
時
〜
、

午
後
１
時
30
分
〜

　

各
１
０
０
人

▼
会
場　

市
役
所
大
会
議
室

▼
必
要
書
類

㋐
共
通
必
要
書
類
（
５
ペ
ー
ジ

参
照
）

㋑
住
民
票
（
市
役
所
総
合
窓
口

課
で
交
付
）

㋒
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書　

（
法
務
局
で
交
付
）

㋓
収
入
印
紙
を
貼
付
し
た
売
買

契
約
書
・
請
負
契
約
書
の
コ

ピ
ー

㋔
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入

金
の
年
末
残
高
証
明
書
（
借

入
先
で
発
行
）

※
敷
地
購
入
に
係
る
ロ
ー
ン
が

住
宅
ロ
ー
ン
に
含
ま
れ
て
い

る
場
合
、
㋒
㋓
は
敷
地
に
係

る
も
の
も
必
要
／
㋑
㋒
は
１

月
１
日
以
降
に
交
付
さ
れ
た

も
の

※
中
古
住
宅
お
よ
び
増
改
築
の

場
合
の
必
要
書
類
は
、
竜
ケ

崎
税
務
署
で
要
確
認

※
コ
ピ
ー
の
必
要
な
も
の
は
、

必
ず
事
前
に
コ
ピ
ー
を
し
て

持
参

▼
問
合
先　

市
役
所
税
務
課

　

市
民
税
Ｇ

　

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

　

当
日
は
、
税
理
士
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
、
ご
自
身
で
申
告

書
を
作
成
し
、
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
必
要
書
類

を
持
参
の
上
、
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
２
人
以
上
で
ロ
ー

ン
を
組
ん
で
い
る
方
（
連
帯
債

務
）
は
、
竜
ケ
崎
税
務
署
で
の

申
告
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
席
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
い
る
方

本
人
ま
た
は
代
理
の
方
１
人
の

参
加
で
お
願
い
し
ま
す
（
配
偶

者
や
お
子
さ
ん
連
れ
で
の
来
庁

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）。

　

予
約
は
不
要
で
す
が
、
説
明

開
始
時
刻
ま
で
に
受
付
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
開
始
時
刻
に

遅
れ
る
と
申
告
書
等
の
作
成
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

　

平
成
23
年
中
に
入
居
し
た
方

で
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
の
申
告
を
す
る
給
与
所
得
者

※
年
末
調
整
が
済
ん
で
お
り
、

医
療
費
控
除
な
ど
、
住
宅
取

得
控
除
以
外
の
追
加
の
申
告

が
な
い
方
に
限
る

・
所
得
税

　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
１

月
４
日
㈬
か
ら
提
出
可
《
混

雑
す
る
確
定
申
告
期
間
以
前

に
申
告
書
を
ご
自
身
で
作
成

し
、
竜
ケ
崎
税
務
署
に
提
出

す
る
こ
と
（
郵
送
可
）
を
お

勧
め
し
ま
す
》

・
贈
与
税

　

２
月
１
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
消
費
税
・
地
方
消
費
税

　

４
月
２
日
㈪
ま
で

※
申
告
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く

※
２
月
19
・
26
日
の
み
日
曜
日

の
受
付
を
実
施
（
現
金
納
付

の
窓
口
業
務
は
休
止
）

▼
郵
送
（
書
留
）
提
出
先

　

〒
３
０
１-

８
６
０
１　

龍
ケ

　

崎
市
川
原
代
町
１
１
８
２-

５

　

竜
ケ
崎
税
務
署　

個
人
課
税

部
門
宛
て

▼
会
場
・
問
合
先

　

竜
ケ
崎
税
務
署

☎
０
２
９
７
・
66
・
１
３
０
３

　

住
民
税
申
告
以
外
の
全
て
の

申
告
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時

①
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

申
告
説
明
会
（
守
谷
市
役
所
）

　

水
戸
地
方
法
務
局
取
手
出
張

所
に
近
い
た
め
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
方
は
登
記
事
項

証
明
書
を
取
得
し
た
後
に
、
こ

の
会
場
で
申
告
す
る
と
二
度
手

間
に
な
ら
ず
便
利
で
す
。

▼
対
象

　

雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
等

の
所
得
税
の
還
付
申
告

※
給
与
・
年
金
以
外
の
所
得
の

あ
る
方
は
③
竜
ケ
崎
税
務
署

で
申
告

▼
日
時

　

２
月
７
日
㈫
〜
10
日
㈮
午
前

９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１

時
〜
３
時

※
混
雑
の
状
況
で
早
め
に
受
付

を
終
了
す
る
場
合
あ
り

▼
会
場　
取
手
市
役
所
藤
代
庁
舎

▼
問
合
先　

竜
ケ
崎
税
務
署

☎
０
２
９
７
・
66
・
１
３
０
３

②
所
得
税
還
付
申
告

（
取
手
市
役
所
藤
代
庁
舎
）

③
確
定
申
告

（
竜
ケ
崎
税
務
署

　

別
館
申
告
相
談
会
場
）

平成23年分平成23年分
確定申告・住民税申告受付のご案内確定申告・住民税申告受付のご案内
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▼
日
時

　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）

※
２
月
19
・
26
日
の
み
日
曜
日

の
受
付
を
実
施
（
午
前
９
時

〜
11
時
の
み
受
付
）

▼
会
場　

市
役
所
大
会
議
室

▼
受
付
で
き
な
い
申
告

　

次
の
㋐
〜
㋜
は
、
市
役
所
で

の
申
告
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
③
竜
ケ
崎
税
務
署
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

㋐
震
災
に
よ
る
雑
損
控
除
で
事

業
用
資
産
に
損
害
が
あ
っ
た
方

㋑
配
当
所
得
の
あ
る
方
（
分
離

申
告
と
の
選
択
と
な
り
ま
す

の
で
、
税
務
署
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
）

㋒
初
年
度
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
（
平
成
23
年
中
に
入

居
し
た
方
）

㋓
収
支
内
訳
書
が
で
き
て
い
な

い
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業

な
ど
）・
不
動
産
所
得
な
ど

の
確
定
申
告

㋔
土
地
・
建
物
・
株
式
の
売
却
に

よ
る
譲
渡
所
得
の
確
定
申
告

㋕
損
益
通
算
の
あ
る
確
定
申
告

㋖
繰
越
控
除
の
あ
る
確
定
申
告

㋗
相
続
・
贈
与
の
確
定
申
告

㋘
消
費
税
の
確
定
申
告

㋙
青
色
申
告

㋚
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
準
確
定

申
告

㋛
平
成
23
年
分
以
外
の
確
定
申
告

㋜
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

守
谷
市
に
住
民
登
録
が
な
い
方

の
確
定
申
告

※
守
谷
市
役
所
で
は
期
間
外

（
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
以

外
）
に
お
け
る
確
定
申
告
書

の
受
付
お
よ
び
お
預
か
り
は

で
き
ま
せ
ん

▼
問
合
先

・・
確
定
申
告
の
内
容
に
つ
い
て

竜
ケ
崎
税
務
署
・
個
人
課
税

部
門

☎
０
２
９
７
・
66
・
１
３
０
３

・・
日
程
に
つ
い
て

　

市
役
所
税
務
課　

市
民
税
Ｇ

　

内
線　

２
０
５
〜
２
０
７

　確定申告期間中、税務署や市の相談窓
口は大変混雑し、長時間お待ちいただか
なければなりません。
　国税庁ホームページの「確定申告書等
作成コーナー」で申告書を作成すると、
申告書を税務署に郵送等でも提出するこ
とができます。
　また、あらかじめ開始届出書を提出し、
利用者識別番号などを取得（オンライン
で取得可）しておけば、インターネット
で国税に関する申告や納税、申請・届出
などの手続きができます（e-Tax）。ぜひ
ご利用ください。
e-Taxのメリット
・・最高4000円の税額控除
　平成 23 年分所得税の確定申告を本人
の電子署名と電子証明書を付して、申告
期限内に e-Tax で行うと、所得税額から
最高 4000円の控除を受けられます。
※平成19年分から平成 24年分の確定申
告で１回（平成 24年分は最高 3000円）

・・添付書類の提出省略
　医療費の領収書や源泉徴収票などは、
その記載内容（病院等の名称、支払金額
等）を入力して送信することにより、提出、
または提示を省略できます。
※領収書等は確定申告期限から３年間保管
・・還付金がスピーディー
　e-Tax の還付申告は書面申告と比べて
早期処理しています。
※３週間程度に短縮
e-Taxを利用するための事前準備
①電子証明書を取得（手数料あり）
　市役所総合窓口課で「住民基本台帳カー
ド」を取得し、「公的個人認証サービス」
に基づく電子証明書の発行を受ける。
②ＩＣカードリーダーライタの購入
　電子証明書の仕様に合ったものを確認
の上、家電販売店等で購入する。
③「確定申告書等作成コーナー」へ
　e-Tax を利用できるパソコンの環境、
利用開始の手続き、利用時間など詳しい
情報は e-Tax ホームページ（http://www.
e-tax.nta.go.jp/）をご覧ください。

▼問合先　e-Tax作成コーナーヘルプデスク
　☎０５７０－０

ｅ -
１５

コ ク ゼ イ
９０１

インターネットからも
確定申告ができます

④
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告

（
守
谷
市
役
所
）

案　 内　 図

★ビバホーム

国道 294 号

文

文  聖徳学園

藤代紫水高校

★
GS ★

GS

文

伊奈高校

コンビニ★

★県信

★消防

文  宮和田小

佐貫駅

取手駅

藤代駅

南守谷駅
守谷駅

小貝川

小貝川

至つくば市

至牛久市

至つくば市

至新大利根橋 至大利根橋

至
常
総
市

JR
常
磐
線国

道
６
号

取手市役所
藤代庁舎

水戸地方法務局
取手出張所
0297-83-0057

竜ケ崎税務署

 竜ケ崎税務署

　龍ケ崎市川原代町1182-5

 法務局取手出張所

　取手市宮和田1784-1

 取手市役所藤代庁舎

　取手市藤代700
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確
定
申
告
書
は
、
い
つ
か

ら
も
ら
え
ま
す
か
？

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
告
書
、
各
添
付

書
類
の
様
式
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

市
役
所
税
務
課
窓
口
・
中
央

公
民
館
以
外
の
各
公
民
館
・
保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
２
月
１
日
㈬

か
ら
配
布
し
ま
す
。
市
役
所
に

は
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
な
ど
の
一
般
的
に
使
用

さ
れ
る
書
類
し
か
用
意
し
て
い

ま
せ
ん
。
市
役
所
で
の
配
布
開

始
前
に
入
手
し
た
い
場
合
や
市

役
所
に
あ
る
書
類
以
外
の
も
の

が
必
要
な
場
合
は
税
務
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）

で
も
申
告
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
の
途
中
で
仕

事
を
辞
め
ま
し
た
。
申
告

は
必
要
で
す
か
？

退
職
し
た
場
合
、
申
告
が

必
要
で
す
。源
泉
徴
収
票
、

控
除
の
書
類
等
を
そ
ろ
え
、
期

間
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
金
を
も
ら
い
ま
し

た
。
申
告
は
必
要
と
な
り

ま
す
か
？

一
般
的
に
は
、
申
告
は
不

要
で
す
。
た
だ
し
、
退
職

金
の
源
泉
徴
収
を
行
っ
て
い
な

い
会
社
で
退
職
金
を
支
給
さ
れ

た
場
合
は
必
要
で
す
。

源
泉
徴
収
票
の
再
発
行
は

ど
こ
に
お
願
い
し
た
ら
よ

い
で
す
か
？

勤
務
先
ま
た
は
年
金
の
支

給
先
に
、
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
遺
族

年
金
・
障
害
者
年
金
な
ど
は
非

課
税
の
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
支
払
証
明
書

（
控
除
証
明
書
）
は
必
要

で
す
か
？

必
要
に
な
り
ま
す
。
日

本
年
金
機
構
か
ら
１
月

末
日
ま
で
に
届
か
な
い
場
合

は
、
早
め
に
連
絡
し
て
取

り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。（
控

除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７
／

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎

03
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０
）

▼対象
○災害、盗難、横領によって損失が発生した
場合であり、恐喝や詐欺による損失は対象
外（振り込め詐欺は、対象にならない）
○本人の所有物だけでなく、本人と生計を一
にする配偶者や親族のうち、所得が 38 万
円以下の方の所有物
○住宅や家財、現金などの生活に通常必要な
資産（別荘や書画、骨董品などの生活に通
常必要でない資産は、対象にならない）

▼対象となる金額の計算方法
　　次の①と②のうちいずれか多い方の金額
を、所得から差し引くことができます。
①〔損害金額＋災害関連支出 ( ※ ) の金額－
保険金などで補てんされる金額〕－〔所得
金額×10％〕
②災害関連支出の金額－ 50,000 円
※損害があった住宅や家財の処分、除去また
は現状回復の費用

▼必要書類
①災害関連支出の領収書類
②共通必要書類（５ページ参照）
※東日本大震災の場合は９ページ参照

▼問合先　竜ケ崎税務署　☎ 0297-66-1303

Ｑ１Ａ１Ｑ２Ａ2

Ｑ 5Ａ 5 Ｑ 4Ａ 4 Ｑ 3Ａ 3

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ
ＹＥＳ

ＹＥＳ

取得した住
宅は新築で
すか ?

スタート
　その年の12月31日に、一定の金融機関などから、
　償還期間 10年以上の住宅借入金がありますか ?

中古住宅の場合、木造 20年以内、
鉄筋・鉄骨 25 年以内に建築され
たものですか ?
※耐震基準に適合するものは築年数不問

親族など特別の関係がある人から
の取得ですか ?

住宅ローン控除のフローチャート

床面積は、50m2 以上ですか ?

床面積の 1/2 以上が、自分の居住用ですか ?

取得日から 6か月以内に居住用として使っていますか ?

その年の 12月 31日まで、引き続き居住用として
使っていますか ?

その年の合計所得金額が 3,000 万円以下ですか ?

過去 3年間に、次のいずれかの特例の適用を受けて
いますか ?

住宅ローン控除の適用を受けることができます

住宅を購入した方へ

申
告
に
つ
い
て
質
問
の
多
い
事
項

申
告
に
つ
い
て
質
問
の
多
い
事
項

に
回
答
し
ま
す

に
回
答
し
ま
す

雑損控除とは…？
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医
療
費
控
除
を
し
た
い

の
で
す
が
、
領
収
書
を
な

く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
社
会

保
険
や
国
民
健
康
保
険
が
発
行

す
る
医
療
費
通
知
書
で
代
用
で

き
ま
す
か
？

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
か
？領

収
書
以
外
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
医
療
費
控
除
の

対
象
は
、
直
接
税
務
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
に
入
居
し
た

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
確

定
申
告
は
、
ど
う
や
れ
ば
い
い

の
で
す
か
？ 

初
年
度
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
は
税
務
署
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
直
接
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
入
居
２
年
目
以
降
の
方
で
、

年
末
調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
し
て
い
な
い
場
合
、
残
高
証

明
書
や
給
与
所
得
者
の
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
申
告
書
な
ど

必
要
書
類
等
が
全
て
そ
ろ
っ
て

い
れ
ば
市
役
所
で
も
申
告
で
き

ま
す
。税

法
上
の
扶
養
の
範
囲

は
？　

ま
た
、
収
入
が
い

く
ら
に
な
る
と
税
金
は
か
か
る

の
で
す
か
？

税
法
上
の
扶
養
の
範
囲

は
、
給
与
の
み
の
収
入
で

１
０
３
万
円
以
下
、
年
金
の
収

入
の
み
（
65
歳
以
上
の
方
）
で

１
５
８
万
円
以
下
（
所
得
38
万

円
以
下
）
で
す
。
住
民
税
は
、

給
与
収
入
の
み
で
93
万
円
、
年

金
収
入
の
み
（
65
歳
以
上
）
で

１
４
８
万
円
（
所
得
28
万
円
）

を
超
え
る
と
課
税
に
な
り
ま
す

が
、
扶
養
人
数
等
に
よ
り
変
動

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
扶
養
の
範
囲
は

１
３
０
万
円
で
は
？
」
と
い
う

質
問
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

健
康
保
険
の
扶
養
の
範
囲
だ
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

勤
務
先
の
健
康
保
険
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

16
歳
未
満
の
子
ど
も
は

控
除
対
象
に
な
ら
な
い
の

で
、
扶
養
者
の
氏
名
を
書
か
な

く
て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
控

除
の
対
象
に
は
な
ら
な
く

て
も
、
住
民
税
の
課
税
所
得
の

算
出
に
は
扶
養
人
数
が
考
慮
さ

れ
ま
す
。
確
定
申
告
書
第
二
表

の
「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
」

の
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
欄
の

記
入
を
忘
れ
る
と
住
民
税
の
課

税
上
、
不
利
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

満
期
保
険
金
を
も
ら
い

ま
し
た
が
、
申
告
は
必
要

で
す
か
？

利
益
50
万
円
ま
で
税
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
満
期
保

険
金
の
場
合
、
利
益
か
ら
「
特

別
控
除
額
50
万
円
」
を
差
し
引

い
た
金
額
の
半
分
が
「
一
時
所

得
」
に
な
り
ま
す
。

　

50
万
円
以
上
の
利
益
が
出
た

場
合
「
一
時
所
得
」
と
し
て
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
期
間
５
年
以
下
の
一
時
払
い

養
老
保
険
は
申
告
不
要
で
す
。

給
与
所
得
以
外
の
副
業

分
の
住
民
税
は
、
給
与
天

引
き
し
た
く
な
い
の
で
す
が
？

確
定
申
告
書
に
は
、「
給

与
所
得
・
公
的
年
金
等
に

係
る
所
得
以
外
の
住
民
税
の
徴

収
方
法
の
選
択
」
の
欄
が
あ
り

ま
す
。

　
「
給
与
か
ら
差
引
き
」
と
「
自

分
で
納
付
」
の
２
つ
の
う
ち
後

者
を
選
択
す
れ
ば
、
自
宅
に
納

付
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

20
万
円
以
下
の
副
業
の

所
得
を
申
告
せ
ず
に
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
だ
け
で

き
ま
す
か
？

全
て
の
所
得
の
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
給
与
所

得
者
や
公
的
年
金
の
合
計
収
入

が
４
０
０
万
円
以
下
の
場
合
、

20
万
円
以
下
の
副
業
の
所
得

や
、
20
万
円
以
下
の
株
の
利
益

は
、
特
例
と
し
て
「
確
定
申
告

を
し
な
く
て
も
よ
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
医

療
費
の
控
除
な
ど
で
「
確
定
申

告
を
す
る
」
こ
と
を
選
ん
だ
と

き
は
、
当
然
、
副
業
や
株
の
利

益
な
ど
の
所
得
も
き
ち
ん
と
申

告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

「
収
入
」
と
「
所
得
」
は
、

ど
う
違
う
の
で
す
か
？

１
月
〜
12
月
ま
で
の
１
年

間
に
勤
務
先
か
ら
支
払
わ

れ
た
給
料
の
合
計
額
が
「
収
入
」

（
個
人
事
業
の
場
合
、
１
年
間
の

売
上
げ
の
こ
と
）
で
す
。
そ
こ

か
ら
必
要
経
費
（
会
社
員
の
場

合
は
「
給
与
所
得
控
除
」）
を
差

し
引
い
た
も
の
が
「
所
得
」
に

な
り
ま
す
。

　ご自身や扶養親族の方などが所有する
住宅や家財に被害を受けられた方は、平
成 22 年分、または平成 23 年分のいず
れかの年分を選択して、所得税の確定申
告等で軽減等の措置を受けることができ
る場合があります（平成 22 年分を選択
し、所得税の軽減等の措置を受ける場合
は、市役所会場で申告受付できません）。

▼必要書類等
①被害を受けた資産、取得時期、取得価
額が分かるもの（建物の請負契約書等）
②被害を受けた家屋の取得価額が分から
ない場合は、その面積が分かるもの（登
記事項証明書等）
③被害を受けた資産の取り壊し費用、除
去費用、修繕費用などが分かるもの（請
求書、領収書等）
④被害により保険金等を受けた場合、金額
が分かるもの（保険金の支払通知書等）
⑤「り災証明書」の交付を受けている場
合には、その証明書
⑥共通必要書類（５ページ参照）

▼問合先　竜ケ崎税務署　個人課税部門
　☎ 0297 － 66 － 1303

Ｑ6Ａ 6Ｑ 7Ａ７Ｑ8

Ａ 8Ｑ 9Ａ 9

Q11A11

Q12A12

Q10A10

Q13A13

東日本大震災により
住宅や家財等に被害を受けられた方へ
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新成人の皆さんへ　２０歳から全員が加入！国民年金国民年金
●問合先　土浦年金事務所　☎ 029 - 824 - 7121 ／市役所国保年金課保険年金Ｇ　内線 105・106

　日本に住む20歳以上60歳未満の全ての方は、国民年金に加入し保険料を納めることになっています。
【老後の年金だけではありません】
　国民年金には、老後の生活費の基礎となり生涯にわたって年金が受け取れる「老齢基礎年金」のほか
に、国民年金に加入中に事故や病気で障害が残った場合に支給される「障害基礎年金」、死亡したとき
に生計をともにしていた家族に支給される「遺族基礎年金」があります。しかし、加入の届出や保険料
の納め忘れがあると、年金が受けられないこともありますので、「あの時に…」と後悔する前に、国民
年金に加入し、納付しましょう。
【税制上も有利です】
　納めた保険料は、全額が社会保険料控除の対象です。
【国民年金は国が責任をもって運営しています】
　国民年金では、受け取る年金額の一部を国が負担しています。
◆国民年金の加入者は次の３種類に分かれ、加入手続きや納付方法が違います

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

加入者
学生、アルバイト、自営業、
無職など日本に住む20歳以上
60歳未満の方

厚生年金や共済組合に加入し
ている会社員や公務員の方

厚生年金や共済組合の第２号
被保険者に扶養されている20
歳以上60歳未満の妻（夫）

加　入
手続先 市役所国保年金課 勤務先 第２号被保険者の勤務先

保険料
・・自分で納付
・・定額保険料　月額 15,020円
・・付加保険料　月額    400円

給与天引き
（労使折半で保険料負担）

自分で納める必要はありません
※第2号被保険者が加入する
制度全体が負担

※第1号被保険者の定額保険料月額は平成23年度現在のもの／付加保険料は希望者のみ
◆外国人の方も国民年金加入手続きを…（厚生年金加入者は国民年金の加入手続き不要）
　外国人登録をしている20歳以上60歳未満の方は、国民年金に加入することになっています。市役所
国保年金課で加入手続きを行ってください。
◆年金手帳は大切に保管しましょう
　国民年金や厚生年金に加入すると、基礎年金番号が記載された「年金手帳」が交付されます。「年金手
帳」は年金に関する手続きや就職したときに提出を求められますので大切に保管してください。

Ｑ　保険料が払えない！どうすればいいの？
Ａ　申請手続きをすることで、保険料の納付が猶
予され、後払いができます。今すぐ保険料を納
めるのが困難な場合は、学生には「学生納付特
例制度」（学生証や学生であることの証明が必
要）や30歳未満の方には「若年者納付猶予制度」
（本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合）
などがあります。国民年金の加入手続きと一緒
に申請手続きをしてください。

Ｑ　保険料はどうやって納めるの？
Ａ　納付書を使って、金融機関やコンビニエンス
ストアで現金納付ができます。希望により、口
座振替やクレジット納付、電子納付もできます
ので、詳細は年金事務所までお問い合わせくだ
さい。

Ｑ　将来、少しでも多く年金を受けたいのですが、
増やす方法はありませんか？
Ａ　「付加年金」制度があります。第１号被保険
者（および任意加入者）の方は、月々の定額保
険料に付加保険料（月額 400 円）をプラスし
て納めると、将来受け取る基礎年金に付加年金
が上乗せされます。
　　希望により、申し出をすると申し込んだ月分
から納付できます。
　付加年金の年金額（年額）
　　　　　200円 ×付加保険料納付月数
　　また、上乗年金として、国民年金基金もあ
ります。詳しくは、茨城県国民年金基金（☎
029-225-4797）にお問い合わせください。な
お、付加年金との二重加入はできません。

知って安心！　国民年金Ｑ＆Ａ

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/
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子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
た
か
？

検
診
を
受
け
ま
し
た
か
？

お
知
ら
せ

　

市
が
行
っ
て
い
る
子
宮
頸け

い

が

ん
・
乳
が
ん
検
診
医
療
機
関
検

診
の
申
込
締
切
は
３
月
30
日
㈮

で
す
。
今
年
度
、
ま
だ
検
診
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
例

年
２
・
３
月
は
検
診
が
大
変
混

雑
し
ま
す
）。

　

ま
た
、「
子
宮
頸
が
ん
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
」
ま
た
は
「
乳
が

ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
が
届
い

て
い
る
方
は
、
必
ず
受
診
の
際

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

３
月
30
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
受
診
期
間　

申
込
日
（
受
診

予
定
）
３
月
下
旬
ま
で
▼
工
事

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
問
合
先　

市
役
所
建
設
課　

内
線
２
５
５
・
２
５
６

　

工
事
期
間
中
、
皆
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
名　

Ｈ
23
国
補
道
路
維

持
第
５
号
工
事
▼
工
事
場
所

み
ず
き
野
地
内
▼
請
負
者　

常

陸
建
設
工
業
㈱
▼
工
期
（
終
了

道
路
補
修
工
事

道
路
補
修
工
事

お知らせ・開催

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
受
講
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
25
日
㈯
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
※
受
付
は
午
前

８
時
45
分
〜
▼
会
場　

守
谷
消

防
署
▼
対
象　

中
学
生
以
上
の

方
※
守
谷
市
・
常
総
市
・
つ
く

ば
み
ら
い
市
に
在
住
・
在
勤
の

方
を
優
先
▼
定
員　

先
着
30
人

▼
内
容　

普
通
救
命
講
習
の
内

容
に
加
え
、
傷
病
者
管
理
、
外

傷
の
応
急
手
当
、
搬
送
法
を
学

ぶ
▼
受
講
料　

無
料
▼
申
込
期

間
２
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬
▼
申

込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
で

申
し
込
む
※
月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
申
込
・
問
合
先　

常
総
広
域

消
防
本
部　

警
防
課

☎
23
・
０
９
０
３

ストップ！
大麻

　

市
で
は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働
事
業
に
よ

る
「
守
谷
市　

暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
発
行
す
る
に
当

た
り
、
有
料
で
広
告
掲
載
を
す
る
事
業
主
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
土
浦
支
店
（
☎

０
２
９・
８
２
３・
２
３
８
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

券
受
取
日
）
か
ら
３
月
31
日
㈯

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
外
の

方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に

受
診
券
を
取
り
に
来
て
か
ら
受

診
▼
個
人
負
担
金　

子
宮
頸
が

ん
検
診
１
６
０
０
円
／
乳
が

ん
検
診　

超
音
波
視
触
診
併

用
１
６
０
０
円
／
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
診
（
視
触
診
併
用
）

１
６
０
０
円
／
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
（
単
独
）
８
０
０
円

▼
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン

タ
ー　

☎
48
・
６
０
０
０

　

目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た

ら
、
あ
な
た
は
愛
す
る
人
を
救

う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？　

居

合
わ
せ
た
人
の
応
急
手
当
で
、

命
を
救
え
る
可
能
性
が
高
く
な

上
級
救
命
講
習
会

上
級
救
命
講
習
会

開　
　

催

大麻は
からだに
悪い
影響が
あります

「暮らしの便利帳」
広告事業主募集

Ｈ 23国補道路維持第５号工事
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お知らせ・開催

　

人
権
に
つ
い
て
お
悩
み
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
事

前
予
約
不
要
／
相
談
無
料
）。

▼
日
時　

２
月
３
日
㈮
午
後
１

時
〜
４
時
▼
会
場　

文
化
会
館

▼
相
談
内
容　

人
権
を
侵
害
さ

れ
て
い
る
問
題
／
金
銭
賃
借
・

借
地
・
借
家
・
境
界
・
登
記
問

題
／
相
続
・
親
族
・
扶
養
・
結

婚
・
戸
籍
問
題
／
児
童
・
生
徒

の
い
じ
め
問
題
／
そ
の
他
人
権

に
関
す
る
こ
と
▼
相
談
員　

人

権
擁
護
委
員
・
法
務
局
担
当
官

▼
問
合
先　

市
役
所
市
民
協
働

推
進
課　

人
権
推
進
室　

内
線
１
３
８

人
権
相
談
所
開
設

人
権
相
談
所
開
設

※（　）は前月比
※平成 23年 11 月 25 日現在人口　62,810 人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

種類 排出量・回収量 昨年同月 １人１日
当たり

ご
み

可燃 1,071.53 ｔ
（▲ 57.70 ｔ）1,094.83ｔ

569 ｇ
（▲12ｇ）

不燃 285.83 ｔ
（＋ 50.14 ｔ） 257.69ｔ 152 ｇ

（＋31ｇ）

粗大 131.29 ｔ
（＋ 34.76 ｔ） 98.11ｔ 70 ｇ

（＋20ｇ）

資
源
物

新聞 9.05 ｔ
（▲ 2.27 ｔ） 12.36ｔ 5ｇ

（▲ 1ｇ）

雑誌 51.61 ｔ
（▲ 10.83 ｔ） 65.66ｔ 27 ｇ

（▲ 5ｇ）
ダン
ボール

35.05 ｔ
（▲ 8.12 ｔ） 37.14ｔ 19 ｇ

（▲ 3ｇ）
古着・ 
布類

21.62 ｔ
（▲ 9.98 ｔ） 21.52ｔ 11 ｇ

（▲ 5ｇ）

缶 12.95 ｔ
（▲ 3.3 ｔ） 10.95ｔ 7ｇ

（▲ 1ｇ）

ビン 30.11 ｔ
（▲ 7.82 ｔ） 20.95ｔ 16 ｇ

（▲ 4ｇ）
　先月に引き続き粗大ごみ、不燃ごみが急
増しました。皆さん、再利用等にご協力く
ださい。また、先月全体的に増加した資源
物回収量は、今月は全体的に減少してしま
いました。分別による資源回収をお願いし
ます。

市のごみ排出量・資源物回収量 11月▼
日
時　

２
月
１
日
㈬
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
※
午
後
０

時
15
分
〜
１
時
30
分
を
除
く

▼
場
所　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
守
谷

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
48
・
６
０
０
０

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
献
血

▼
日
時　

２
月
25
日
㈯
午
前
10

時
〜
正
午
※
午
前
９
時
30
分
受

付
／
雨
天
決
行
▼
会
場　

大
井

沢
小
学
校
体
育
館
▼
対
象　

市

内
在
住
・
在
勤
者
お
よ
び
近

隣
市
の
０
〜
３
歳
児
の
親
子

１
５
０
組
※
平
成
20
年
４
月
以

降
生
ま
れ
▼
服
装　

動
き
や
す

い
服
装
※
上
ば
き
用
運
動
靴
を

持
参
（
親
子
と
も
）

▼
申
込
方
法　

お
子
さ
ん
の
氏

名
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
住
所
・

電
話
番
号
を
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
で
伝
え
る

▼
申
込
先　

ね
っ
こ

ね
っ
こ　

う
ん
ど
う
か
い

ね
っ
こ　

う
ん
ど
う
か
い

▼
日
時　

１
月
21
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
▼
場
所　

中
央

公
民
館
団
体
活
動
室
▼
内
容

相
続
・
遺
言
・
法
人
設
立
・
営

業
許
可
・
農
地
転
用
・
帰
化
永

住
・
在
留
資
格
・
権
利
義
務
・

事
実
証
明
に
関
す
る
こ
と

▼
問
合
先

茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

☎
58
・
０
４
８
６

茨
城
県
行
政
書
士
会

茨
城
県
行
政
書
士
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

▼
日
時　

１
月
21
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
50
分
▼
会
場

つ
く
ば
国
際
会
議
場
（
つ
く
ば

市
竹
園
２

－

20

－
３
）
▼
内
容

主
講
演
会
「〈
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
〉
親
の
介
護
と
自
分
の

老
後
」、
ミ
ニ
講
演
会
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
作
成
講
座
、
個
別
相

談
会
（
要
予
約
）
▼
参
加
費

無
料
▼
後
援　

茨
城
県
ほ
か

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は

Ｆ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｆ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
２

２
０
１
２    

inin    

県
南
県
南

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
協

会　

茨
城
支
部

☎
０
２
９
・
３
０
２
・５
３
２
０

　

http://w
w
w
.jafp.or.jp/

shibu/ibaraki/

☎
45
・
８
８
２
８
（
月
〜
金
曜

日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

　

45
・
７
１
９
３　
　

nekko-
m
atsuyam

a@yam
ayurikai.or.jp
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お知らせ・募集

中
で
す
。

▼
出
願
締
切　

２
月
29
日
㈬

▼
資
料
請
求
・
問
合
先　

放
送

大
学
東
京
足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
03
・
５
２
４
４
・
２
７
６
０

▼
応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門

員
の
資
格
が
あ
り
、
調
査
員
研

修
を
受
講
さ
れ
て
い
る
方
※
調

査
員
研
修
を
受
講
さ
れ
て
い
な

い
方
は
要
相
談
▼
業
務
内
容

介
護
認
定
申
請
者
の
自
宅
・
入

院
先
・
施
設
等
で
訪
問
調
査
、

調
査
票
作
成
※
１
日
２
件
ま
で

▼
勤
務
日
・
時
間　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
週
３
〜
５
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
ま
た

は
午
後
４
時
）
▼
雇
用
形
態

嘱
託
職
員
▼
契
約
期
間　

契
約

介
護
認
定
調
査
員
募
集

介
護
認
定
調
査
員
募
集

（
介
護
支
援
専
門
員
）

（
介
護
支
援
専
門
員
）

募　
　

集

　

放
送
大
学
で
は
、
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

放
送
大
学　

４
月
生
募
集

放
送
大
学　

４
月
生
募
集

　平成 23年 11 月 25 日、小美玉市小
川文化センターで開催された第 30 回
茨城県民生委員児童委員大会で、市の
民生委員児童委員として 10 年にわた
り地域福祉の向上のためご尽力いただ
いた 14 人が、茨城県民生委員児童委
員協議会会長から表彰されました。お
めでとうございます。

　

以
前
在
籍
し
て
い
た
高
校
で

修
得
し
た
単
位
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

一
般
入
学　

３

月
12
日
㈪
〜
23
日
㈮
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
／
編
・
転
入
学

２
月
20
日
㈪
〜
24
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
問
合
先　

県
立
水
戸
南
高
等

学
校
（
通
信
制
）
☎
０
２
９
・

２
４
７
・
４
２
８
４

水
戸
南
高
等
学
校
（
通
信
制
）

水
戸
南
高
等
学
校
（
通
信
制
）

▼
訓
練
科
名　

機
械
技
術
科
、

情
報
技
術
科
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

制
御
科
▼
訓
練
期
間　

２
年
間

▼
募
集
人
員　

各
科
若
干
名

▼
応
募
資
格　

高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

者
（
見
込
み
を
含
む
）、
ま
た

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
▼
応

募
締
切　

１
月
27
日
㈮
▼
試
験

日　

２
月
３
日
㈮
※
筆
記
試
験

（
国
語
・
数
学
）、
面
接
試
験

▼
合
格
発
表　

２
月
10
日
㈮

▼
問
合
先　

県
立
土
浦
産
業
技

術
専
門
学
院　

☎
０
２
９
・
８
４
１
・
３
５
５
１

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

学
院
生　

追
加
募
集

学
院
生　

追
加
募
集

日
か
ら
３
月
31
日
※
状
況
に

よ
り
更
新
あ
り
▼
給
与　

時

給
１
３
０
０
円
※
距
離
に
よ

り
（
２
㎞
以
上
）
通
勤
手
当
あ

り
▼
休
暇　

勤
務
条
件
に
よ
り

年
次
休
暇
あ
り
▼
年
齢　

不
問

▼
そ
の
他　

責
任
を
持
っ
て
調

査
業
務
に
従
事
で
き
る
方
／
車

の
運
転
が
で
き
る
方
／
パ
ソ
コ

ン
入
力
が
で
き
る
方
▼
応
募
方

法　

市
役
所
総
務
課
へ
臨
時
職

員
等
登
録
申
請
を
す
る
※
後
日

面
接
あ
り

▼
問
合
先　

市
役
所
介
護
福
祉

課　

内
線
１
７
３
・
１
７
６

山や
ま
ね根

渥あ
つ
しさ

ん

（
第
２
松
ケ
丘
）

塩し
お
は
た畑

英ひ
で
あ
き侊

さ
ん

（
松
ケ
丘
四
）

飯い
い
つ
か塚

孝た
か
こ子

さ
ん

（
松
前
台
六
）

小お
が
わ川

章し
ょ
う
こ子

さ
ん

（
薬
師
台
二
）

赤あ
か
つ
か塚

千ち
づ
る鶴

さ
ん

（
御
所
ケ
丘
五
）

棚た
な
き木

京き
ょ
う
こ子

さ
ん

（
松
前
台
二
）

須す

が賀
利と

し
た
け武 

さ
ん

（
大
木
第
３
）

髙た
か
は
し橋

史ふ
み
お生

さ
ん

（
中
之
台
）

三み
た
に谷

俊と
し
ひ
ろ博

さ
ん

（
や
な
ぎ
町
）

海え
び
は
ら

老
原
邦く

に
お夫

さ
ん

（
本
田
）

内う
ち
む
ら村

武た
け
しさ

ん

（
美
園
二
）

佐さ
と
う藤

洋よ
う
こ子

さ
ん

（
土
塔
本
町
）

小こ
ば
や
し林

十と
き
お

紀
男
さ
ん

（
松
ケ
丘
）

小こ
す
げ菅

睦あ
つ
こ子

さ
ん

（
二
重
堀
）

永年勤続永年勤続
民生委員・児童委員表彰民生委員・児童委員表彰
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２
か
月
前
私
は
「
お
客
様
が

神
様
で
あ
る
日
本
」
と
「
サ
ー

ビ
ス
砂
漠
で
あ
る
ド
イ
ツ
」
を

比
較
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
触

れ
な
か
っ
た
話
が
あ
り
ま
す
の

で
、
も
う
少
し
ド
イ
ツ
の
サ
ー

ビ
ス
業
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
、
ド
イ
ツ
の
中
で
も
特

に
悪
名
高
い
ベ
ル
リ
ン
の
人
の

不
親
切
さ
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
中
で
も
、
バ
ス
と

地
下
鉄
の
運
転
手
の
不
親
切
さ

が
伝
説
的
で
す
。
こ
の
十
数
年

間
で
、
随
分
と
親
切
に
な
り
ま

し
た
が
、
時
々
昔
か
た
ぎ
の
運

転
手
に
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
混
雑
し
て
い
る
バ

ス
が
バ
ス
停
を
出
発
す
る
際
、

乗
客
が
開
い
て
い
る
ド
ア
付
近

に
立
っ
て
い
る
と
、
一
向
に
ド

ア
は
閉
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

時
、ベ
ル
リ
ン
方
言
で「
ほ
ら
！

ド
ア
の
近
く
か
ら
離
れ
ね
ぇ
と
、

永
遠
に
こ
こ
に
停
め
て
お
く
よ
。

俺
は
構
わ
ね
ぇ
け
ど
…
」
と
言

う
の
で
す
。
ほ
か
に
も
こ
ん
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、

私
は
出
発
し
そ
う
な
バ
ス
へ
走

っ
て
行
っ
て
、
バ
ス
の
行
き
先

を
確
認
せ
ず
に
乗
り
込
み
ま
し

た
。
正
し
い
バ
ス
に
乗
っ
た
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
運

転
手
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
目

が
悪
い
の
？　

外
に
書
い
て
あ

る
じ
ゃ
ん
！
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
悔
し
い
思
い
を
し
た

上
、
や
は
り
バ
ス
を
間
違
っ
た

と
気
付
き
ま
し
た
が
…（
苦
笑
）。

　

一
番
面
白
い
話
は
、
高
校
時

代
に
友
達
に
起
こ
っ
た
こ
と
で

す
。
友
達
は
よ
く
遅
刻
し
て
い

て
、
普
段
は
「
バ
ス
が
遅
れ
ま

し
た
」
と
言
い
訳
を
し
て
い
ま

し
た
。と
こ
ろ
が
、あ
る
日
、「
運

転
手
が
バ
ス
停
に
止
ま
り
、
そ

の
ま
ま
バ
ス
か
ら
降
り
て
パ
ン

屋
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
。」
と
言
っ
た
の
で
す
。
友

達
は
、
今
で
も
、
誓
っ
て
、
こ

の
話
が
真
実
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
言
い
訳
と
し
て
、
信
じ
ら

れ
な
い
話
で
す
が
、
真
実
だ
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ほ
か
に
も
び
っ
く
り
す
る
よ

う
な
対
応
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
。
地
下
鉄
で
ド
ア
が
閉
ま

る
際
、
ベ
ル
リ
ン
方
言
で
「
お

下
が
り
く
だ
さ
い
っ
て
言
っ
た

だ
ろ
！
」
と
た
ま
に
怒
鳴
り
声

が
聞
こ
え
ま
す
。
誰
か
が
、
ま

た
無
理
や
り
出
発
し
そ
う
な
電

車
に
乗
り
込
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　

守
谷
の
モ
コ
バ
ス
や
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
乗
っ
た
ら
、

そ
ん
な
ふ
う
に
駅
員
が
怒
鳴
る

姿
を
想
像
で
き
ま
す
か
？　

以

前
は
ベ
ル
リ
ン
の
運
転
手
の
行

動
に
腹
が
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
な
ん
と
な
く
「
さ
す
が
ベ

ル
リ
ン
だ
」
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
で

働
い
て
い
る
人
は
、
み
ん
な
普

通
の
人
で
す
。
普
通
の
人
に
は

不
機
嫌
な
日
も
あ
る
の
で
、
い

つ
も
笑
顔
で
は
な
く
、 

正
直
に

不
機
嫌
さ
を
表
情
に
出
す
方
が

い
い
と
考
え
る
人
も
い
ま
す
。

た
ぶ
ん
理
想
は
「
い
つ
も
丁
寧

な
日
本
」と「
不
親
切
さ
が
往
々

に
し
て
起
こ
る
ド
イ
ツ
」
と
の

「
中
間
」
に
あ
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、私
は
「
中
間
」

と
言
っ
て
も
、
日
本
寄
り
の

サ
ー
ビ
ス
が
望
ま
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
不
機
嫌
な
バ
ス
ド

ラ
イ
バ
ー
に「
目
が
悪
い
の
？
」

な
ん
て
言
わ
れ
た
く
な
い
で
す

か
ら
ね
。

て
い
ま
せ
ん
か
？　

そ
ん
な
と

き
は
、
遠
慮
せ
ず
に
声
を
掛
け

て
み
ま
し
ょ
う
。「
ね
ぇ
〜
、

食
事
を
し
な
が
ら
、
旅
の
思
い

出
を
話
し
ま
し
ょ
う
よ
。
お
願

い
、
手
伝
っ
て
！
」
っ
て
。

　

夫
さ
ん
、
少
し
は
疲
れ
が
取

れ
た
で
し
ょ
う
？　
「
そ
う
だ

ね
。
洗
濯
の
方
は
僕
が
や
る

よ
」。
そ
う
で
す
。
そ
の
ひ
と

声
が
大
切
で
す
。
色
別
に
洗
濯

物
を
入
れ
て
、
洗
剤
を
入
れ
、

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
ぐ
ら
い
の
こ

と
は
朝
飯
前
で
す
よ
ね
。

　

こ
う
し
て
相
手
の
気
持
ち
に

応
え
る
こ
と
は
、
思
っ
て
い
る

の
に
や
ら
な
い
人
が
案
外
多
い

よ
う
で
す
。
ま
た
、
言
葉
に
出

し
て
相
手
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
意
思
を
表
現
す
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
一
歩
は
、

こ
ん
な
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で

す
か
ら
…
。

○
こ
の
コ
ラ
ム
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
は
、
左
記
ま
で

メ
ー
ル
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

kyoudou@
city.m

oriya.

　

ibaraki.jp

　 国際交流員国際交流員
ヨークさんのヨークさんの

　

結
婚
し
た
若
い
カ
ッ
プ
ル
は

お
互
い
の
理
解
を
深
め
合
い
た

く
て
旅
行
に
出
掛
け
ま
し
た
。

職
を
持
つ
二
人
で
す
か
ら
、
家

庭
内
の
仕
事
は
相
互
に
助
け
合

っ
て
、
分
担
を
決
め
て
片
付
け

て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
、
新

婚
の
家
庭
に
は
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
で
す
が
、
そ
の
旅
行
か
ら

帰
っ
て
来
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

　
「
あ
〜
あ
！
疲
れ
た
な
ぁ
〜
。

少
し
休
ま
せ
て
く
れ
ぇ
〜
」
と

ソ
フ
ァ
ー
に
横
に
な
る
夫
。
旅

行
か
ら
帰
っ
た
後
は
、
荷
物
の

後
片
付
け
が
大
変
で
す
。
特
に

大
量
の
洗
濯
物
は
、
今
日
中
に

洗
っ
て
お
か
な
い
と
明
日
か
ら

の
動
き
に
影
響
が
出
ま
す
。

　

帰
っ
て
来
た
時
間
が
夕
食
の

と
き
は
洗
濯
を
後
回
し
に
、
大

半
は
女
性
が
キ
ッ
チ
ン
に
入
っ

て
食
事
の
支
度
に
取
り
掛
か
る

こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
夫
は
？　

そ
う
で

す
。
ソ
フ
ァ
ー
に
寝
転
ん
で
明

日
か
ら
の
英
気
を
養
っ
て
い
ま

す
。「
私
も
あ
な
た
と
同
じ
に

疲
れ
て
る
の
に
ぃ
〜
！
」
と
、

思
い
な
が
ら
食
事
の
支
度
を
し

ドイツのサービス本位part2ドイツのサービス本位part2

ち
ょ
っ
と
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
（
同
じ
に
疲
れ
て
る
の
に
ぃ
〜
！
）

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て
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2 月の子育てカレンダー2 月の子育てカレンダー ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

月 火 水 木 金 土 日
1
夢 の・ほ・み・お

2
夢 ほ・み・お・ま

3
夢 の・み・
　 低ほ 12時まで

4 5

6
夢 に・の12時～・ほ・中
ね 親子活動 0～1歳★

7
夢 の

8
夢 の・ほ・み・お・
　 講★

9
夢 ほ・み・お・ま

10予 子育てサークル支援
夢 の12時～・ほ・み・
　 低の

11

建国記念の日

12

13 保 育児健康相談会
夢 の・ほ
ね 親子活動１～３歳★

14
夢 リ★・の 12時～
　 ・み

15
夢 の・ほ・み・お

16
夢 ほ・み・お・ま

17
夢 の・ほ12時～・み・
　 低ほ

18
夢 パ

19

20
夢 ポ☆・の12時～・ほ

21
夢 の・み

22
夢 の・ほ・み・お

23
夢 ほ・み・お・ま

24予 広場 3月分
　（夢っ子・ねっこ）
夢 の・ほ・み12時～・
　 低み

25
ね 運動会★

26

27
夢 の・ほ・北

28
夢 の・み

29
夢 の・ほ・み・お
　（全広場12時まで）

予　予約開始日　10:00 ～　広場：夢っ子・ねっこ／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48－8804）
ね　ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）　　　保　保健センター（☎ 48-6000）

　運動会（大井沢小学校体育館）　10:00 ～ 12:00　〔0～ 3歳〕　★要予約
　親子活動　9:30 ～　★要予約
夢　地域子育て支援センター ・夢っ子（☎ 45-2462）

　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）　9:30 ～ 15:30
　　リ　リトミック　10:00 ～ 12:00　★要予約
　　パ　パパと遊ぼう（夢っ子）　10:00 ～ 11:30
　　ポ　ぽかぽか子育て教室〔育児相談〕　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ
　講　夢っ子クッキング（保健センター）　9:15 ～ 13:00　★要予約／託児あり
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）　10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）　10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）　10:00 ～ 15:00
　中　出前広場中央（中央公民館１階和室）　10:00 ～ 14:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）　10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）　10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔１歳の誕生日まで〕
　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
○北守谷児童センター「キ ・ ターレ」（☎ 45-2278）　10:00 ～ 17:00
　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
○南守谷児童センター「ミ ・ ナーデ」（☎ 21-1224）　10:00 ～ 17:00
　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

予定は変更される場合

があります。

詳細は各事業所へお問

い合わせください。

子育て情報は、支援セ

ンター発行の『お便り』

（各広場や市役所・公

民館などで取得）や、

ホームページで見るこ

とができます。

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　☎ 45－2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談 … 南守谷児童センター　10：00 ～ 12：00　1月 26 日㈭、2月 10 日㈮
■育児相談　※メール相談は随時受付

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45－8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－6000

※ 2 月の予約は、夢っ子が 1月 24 日㈫、
　ねっこが 25日㈬から受付開始

・ 地域子育て支援センター 9:30 ～ 16:00

・ まつやま保育園 9:00 ～ 16:00

・ わかばのもり保育園 9:00 ～ 16:00

・ 土塔中央保育所 10:00 ～ 16:00

・ 北園保育所 10:00 ～ 16:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
曜
日
）

子子育育てて支支
援援

情情 報報

広報もりや 2012.1.1015
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１
歳
６
か
月
児
健
診
や
３
歳

５
か
月
児
健
診
で
お
会
い
す
る

マ
マ
た
ち
か
ら
、「
イ
ヤ
イ
ヤ

期
が
始
ま
っ
て
大
変
」「
か
ん

し
ゃ
く
が
ひ
ど
い
」「
お
話
が

上
手
に
な
っ
た
の
は
い
い
け
れ

ど
、反
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
」
と
い

う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

１
歳
半
こ
ろ
の
子
ど
も
の
心

の
中
に
は
、「
自
分
は
こ
う
し

た
い
」
と
い
う
自
我
が
芽
生
え

始
め
ま
す
。言
葉
を
話
し
始
め
、

少
し
ず
つ
自
己
主
張
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
何
を
す
る
に

も
「
い
や
！
」
と
い
う
時
期
で
、

こ
れ
が
第
一
次
反
抗
期
（
イ
ヤ

イ
ヤ
期
）
と
い
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
２
歳
こ
ろ
ま
で
は

ま
だ
ま
だ
言
葉
が
少
な
い
の

で
、
自
分
の
気
持
ち
を
上
手
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

思
う
よ
う
に
体
が
動
か
ず
も
ど

か
し
さ
や
い
ら
だ
ち
を
感
じ
、

「
い
や
」
と
い
う
言
葉
で
し
か

表
現
で
き
ず
、
か
ん
し
ゃ
く
と

し
て
表
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
成
長
し
て
い
く

と
、
先
の
こ
と
を
予
測
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
ほ
か
に
楽

し
い
こ
と
が
あ
る
と
分
か
る
よ

う
に
な
り
、
自
分
自
身
の
感
情

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
気
持
ち

を
切
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
少
し
ず

つ
か
ん
し
ゃ
く
も
落
ち
着
い
て

い
き
ま
す
。

　

反
抗
期
に
対
応
す
る
に
は
、

ま
ず
は
、な
ぜ「
い
や
」な
の
か
、

原
因
を
探
り「
〜
な
ん
だ
よ
ね
」

と
気
持
ち
を
受
け
止
め
て
共
感

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
安
心

感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

２
〜
３
歳
こ
ろ
に
な
る
と
、

こ
ち
ら
の
言
う
こ
と
も
よ
く
分

か
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
気
持

ち
を
受
け
止
め
た
後
、
分
か
り

や
す
い
言
葉
で
「
で
も
〜
だ
か

ら
ダ
メ
な
の
」
と
伝
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
禁
止
ば
か
り
で

は
不
満
が
た
ま
る
一
方
で
す
の

で
、「
代
わ
り
に
〜
し
よ
う
か
」

と
ほ
か
の
案
を
示
し
て
あ
げ
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

反
抗
す
る
の
は
親
を
困
ら
せ

た
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
立
へ
向
か
っ
て
い
る
証
拠
で

ヘ
ル
シ
ー
保
健
師
だ
よ
り

vol.vol.
5555
vol.vol.
5555

マ
マ
を
困
ら
せ
る　

子
ど
も
の
発
達

〜 

幼  

児  

編 

〜

す
。
子
ど
も
が
自
分
自
身
を
発

見
し
、
成
長
し
て
い
く
努
力
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
理

解
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
自
身
、
う
ま
く
い
か
ず
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
う
ま
く
い
っ
た
と

き
に
は
達
成
感
が
得
ら
れ
、
そ

の
成
功
体
験
が
自
信
へ
と
つ
な

が
り
、
で
き
る
こ
と
が
一
つ
ず

つ
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
反
抗
期
に
毎
日
付

き
合
う
マ
マ
た
ち
は
、
気
持
ち

が
参
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
う
な
る
前
に
、

パ
パ
や
周
り
の
方
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
職
員
な
ど
に
気
持
ち
を

吐
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

パ
パ
は
、
お
休
み
の
日
に
は

子
ど
も
と
体
を
使
っ
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
遊
び
を
し
て
関
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
周
り
の

方
々
は
、
子
ど
も
の
反
抗
期
の

大
変
さ
、
そ
れ
に
付
き
合
う
マ

マ
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　近年、こころの健康が社会的な問題として取り
上げられ、その対応の必要性が求められています。
　役立つ対応の方法を学びませんか？

▼日程　２月９・16・23 日
※いずれも木曜日　10:00 ～ 12:00

▼内容（全３回）
　１回目　ストレスとの付き合い方
　２回目　病院の探し方、かかり方
　３回目　困った時の対応の仕方

▼講師　寺
てらしま

島康
やすし

氏（つくばメンタルクリニック）

▼対象者　市内在住・在勤の方

▼申込方法　各回、前日までに電話、または窓口
で直接申し込む

▼会場・申込・問合先　
　保健センター　☎ 48 － 6000

　健康のための料理を学んでみたい方、料理をす
るのが好きな方、食生活改善推進員と一緒に、簡
単でしかもヘルシーな料理にチャレンジしてみま
せんか？

▼日時　２月 18日㈯・19日㈰
　10:00 ～ 13:00
※両日とも同じ内容のため、どちらか 1日

▼定員　各先着18人（市内在住・在勤の男性の方）

▼参加費　300 円

▼ 申込方法　2月 15 日㈬までに電話、または窓
口で直接申し込む
※受付は 8:30 ～ 17:15（土・日曜日、祝日を除く）

▼主催　食生活改善推進員連絡協議会

▼会場・申込・問合先
　保健センター　☎ 48 － 6000

すぐに役立つ
こころの処方箋

簡単・ヘルシー！簡単・ヘルシー！
男性のための料理教室男性のための料理教室
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　3.11 東日本大震災の年を経て、新しい年となりました。
いまだ心が癒えない多くの人々に対して、本年が安寧の年と
なりますよう心からお祈りいたします。
　さて、市民活動支援センターは「ボランティアの活動拠点」
として開設 10年目を迎えました。市民交流プラザ 2階への
移転後でも既に 3年 9か月がたち、登録数は 81団体になり
ました。阪神淡路大震災と東日本大震災以後、ボランティア
に対する日本人の考え方は大きく変わりました。当センター
はボランティアについて考えるだけでなく、市民の皆さんと
ともに活動に加わっていきたいと思っています。

http://www.moriya-cac.org/

2012 年 「開設 10周年」を迎えます！2012 年 「開設 10周年」を迎えます！

団　体　名 活　動　目　的　・　内　容
一般社団法人　コモン・
ニジェール 西アフリカ・最貧国ニジェール共和国の広報と子どもたちへの支援

NPO 法人　スマートコン
シェルジュセンター守谷支部

スマートコンシェルジュ（地域の情報案内人）の育成と組織化を行い、
この組織を中心とした地域の情報発信を行う

団塊のおやじ仲間づくりの会 団塊世代のおやじ同士の仲間づくり・居場所づくり

ネトボラもりや IT を活用した市内のボランティア団体、NPO団体等の自立的な情報
発信力の向上、コミュニケーション活性化の支援

松ケ丘小学校おやじの会
子どもたちが健やかに育つ環境づくりとその維持を、学校・PTA・地
域と連携して、「できることを、できる人が、できる時に」の精神で
行う

守谷市国際交流協会 市民を主体とした幅広い分野における国際交流を推進し、市民の文化
の向上に資するとともに国際親善に寄与する

守谷城保勝会 守谷城址の維持保護を推進し、地域社会の発展に寄与する
守谷飛行連盟 飛行機の振興、飛行機操縦、施設維持を行う
守谷エコサイクルシティ・
プロジェクト

環境にやさしいまち守谷をつくるため、自転車利用を積極的に進める。
このハード・ソフト両面の環境づくり・まちづくりに取り組む

花ふれあい会 高野公民館前道路植樹ます花壇の管理を通じて、環境の美化に努める

平成23年9月からホームページを刷新！

＜下記は昨年中のセンター登録団体です＞

本
ほ ん だ

田尚
た か こ

子ボタニカルアート作品展　期間：1月11日㈬　～14日㈯　会場：市民活動支援センター

＊高校生アート作品展＊

期間：１月14日㈯～2月５日㈰
会場：市民活動支援センター
協力：取手松陽高校　美術科生徒

つるし飾りと
おひな様

２月15日㈬～３月11日㈰
会場：イオンタウン守谷　1階
主催：大好きいばらき県民会議
守谷ネットワーカー連絡協議会

２月17日㈮～３月16日㈮
会場：市民活動支援センター
主催：セミナーひまわり

おひな祭りへのお誘い

広報もりや 2012.1.1017
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大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士

課
程
デ
ザ
イ
ン
専
攻
修
了
／
絵

画
の
専
用
素
材
に
限
ら
ず
、
岩

絵
具
と
自
然
素
材
を
取
り
入
れ

た
混
合
技
法
を
学
ぶ
／
㈶
佐
藤

国
際
文
化
育
英
財
団
佐
藤
美
術

館
第
９
回
奨
学
生
／
㈶
ポ
ー
ラ

美
術
振
興
財
団
若
手
作
家
の
在

外
研
修
員
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア

を
拠
点
に
研
修
／
利
根
町
で

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
運
営
の
Ａ
Ｉ
Ｒ

四
方
山
荘
副
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／

現
在
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
う

よ
り
場
づ
く
り
を
好
む
／
無
類

の
飛
行
機
好
き

◎
い
つ
も
の
ア
ー
カ
ス

▼
サ
ー
カ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
金か

な

井い

圭け
い
す
け介

さ
ん
の
「
お
や
こ
で

ベ
ビ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
」

▼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
稲い

な
が
き垣

立た
つ
お男

さ

ん
の
「
お
や
こ
で
楽
し
む

ア
ー
ト
２
０
１
１
」

い
ず
れ
も
所
要
時
間
１
時
間
程

度
で
予
約
者
優
先
／
参
加
費

（
材
料
費
等
）
は
子
ど
も
一
人

３
０
０
円

◎
地
元
！
地
元
の
ア
ー
カ
ス

　

年
も
改
ま
り
、
怒ど

と
う濤

の
昨
年

を
払ふ

っ
し
ょ
く拭

す
る
よ
う
な
、
た
く
ま

し
い
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
企
画
を
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で

開
催
し
ま
す
。
18
年
目
と
な
っ

た
ア
ー
カ
ス
を
見
て
育
ち
、
事

業
を
手
助
け
し
て
い
る
地
元
の

若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、

海
外
や
国
内
の
他
地
域
か
ら
守

谷
に
来
て
滞
在
・
制
作
を
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
傍
ら
で

何
を
感
じ
、
そ
の
存
在
が
ど
の

よ
う
に
影
響
し
た
の
か
…
。
昨

年
12
月
の
１
週
間
、
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
を
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
ラ

イ
ブ
感
あ
る
制
作
を
行
い
、
そ

の
制
作
が
展
覧
会
と
し
て
結
実

す
る
状
況
を
披
露
し
ま
す
。今
、

彼
ら
が
何
を
表
現
す
る
の
か

を
、
皆
さ
ん
の
目
で
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

●
「
イ
チ
カ
バ
チ
カ
サ
コ
ク
」

▼
日
時　

1
月
24
日
㈫
〜
２
月

４
日
㈯
正
午
〜
午
後
７
時

※
１
月
29
・
30
日
を
除
く
（
火

〜
金
曜
日
の
来
場
は
、
電
話

で
要
予
約
）

▼
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

○
飯い

い
だ田

真し
ん
い
ち
ろ
う

一
朗
氏　

茨
城
県
生

ま
れ
／
土
浦
市
在
住
／
武
蔵
野

美
術
大
学
卒
業
・
筑
波
大
学
大

学
院
芸
術
専
攻
修
了
／
10
代
の

こ
ろ
か
ら
Ｄ
Ｊ
を
始
め
る
。
現

在
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、

主
に
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
な
発
想
で

サ
ウ
ン
ド
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
平
面
・
立
体
作
品
を
制
作

し
て
い
る

○
石い

し
い井

瑞み
ず
ほ穂

氏　

千
葉
県
生
ま

れ
／
守
谷
市
在
住
／
東
京
藝
術

●問合先　アーカススタジオ
　☎ 46－2600（10:00 ～ 18:00）

もりや学びの里での
アーカスの日常

◎最新情報はウェブで !!
アーカスの活動に関する最新情報は、
ホームページ等をご覧ください。
・HP（ホームページ）
　http://www.arcus-project.com/
・BLOG（ブログ）
　http://arcus4u.exblog.jp/
・TWITTER（ツイッター）
　http://www.twitter.com/arcusproject/

ARCUS Artist in Residence-IBARAKI

「CH-47J」（2009）
石井瑞穂

　

市
で
は
、
次
の
２
件
に
対
す

る
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

各
計
画
（
案
）
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

▼
計
画
（
案
）
名

①
守
谷
市
地
域
福
祉
計
画（
案
）

　

全
て
の
市
民
の
方
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
守

谷
市
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
各
地
域
の
代
表

や
福
祉
関
連
施
設
等
の
代
表
の

方
々
で
構
成
す
る
「
守
谷
市
地

域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
」で
、

本
計
画
に
係
る
意
見
・
提
言
を

い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
原
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

②
第
５
期
守
谷
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
５

期
守
谷
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
向
け

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
提
供
体

制
に
関
す
る
高
齢
者
福
祉
計

画
、
市
が
行
う
介
護
給
付
等
対

象
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
支
援
事
業

に
つ
い
て
定
め
る
介
護
保
険
事

業
計
画
を
一
体
的
に
作
成
す
る

も
の
で
す
。

▼
資
料
閲
覧
・
配
布
場
所

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
、
介
護

福
祉
課
、
総
務
課
、
市
民
協

働
推
進
課
、
中
央
・
高
野
・

郷
州
・
北
守
谷
の
各
公
民
館
、

文
化
会
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

w
w
w.city.m

oriya.ibaraki

　

.jp

）
で
閲
覧
可

▼
公
表
・
意
見
提
出
期
限

　

平
成
24
年
２
月
10
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
意
見
提
出
で
き
る
方

・・
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

・・
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が

あ
る
個
人
・
法
人
・
団
体

・・
市
に
対
し
て
納
税
義
務
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
制
度
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
制
度
）

守
谷
市
地
域
福
祉
計
画
（
案
）

守
谷
市
地
域
福
祉
計
画
（
案
）

第
５
期
守
谷
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）

第
５
期
守
谷
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）



19

第
66
回
国
民
体
育
大
会

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
５
位
入
賞

第
66
回
国
民
体
育
大
会
自
転
車

競
技
成
人
男
子
ケ
イ
リ
ン

（
２
位
入
賞
）

第
48
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

競
技
選
手
権
大
会
兼
２
０
１
２

年
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一

次
選
考
会
／
第
38
回
、
第
39
回

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
競
技
選
手
権
大
会
（
第
39
回

大
会
で
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

競
技
５
位
入
賞
）

第
34
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
（
50
ｍ
平
泳
ぎ
、
２
０
０

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
ほ
か
出
場
）

第
30
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
選

手
権
大
会

和
わ だ

田拓
たくま

磨さん
（明治大学３）

土
つちや

屋志
し え り

絵莉さん
（御所ケ丘中２）

出
でざわ

澤美
み わ

和さん
（けやき台中２）

白
しらい

井里
り な

奈さん
（松ケ丘小３）

加
かとう

藤良
よしのり

典さん
（日体大大学院１）

加
かとう

藤秀
ひでかず

和さん
（日体大４）

宮
みやかわ

川拓
たくみ

己さん
（大同大１）

池
いけべ

辺大
だいき

貴さん
（明治大２）

会
あいだ

田亮
りょうすけ

祐さん
（日体大２）

寺
てらだ

田弘
こうた

太さん
（明治大４）

塚
つかもと

本冶
はるき

樹さん
（青山学院大３）

第66回国民体育大会
剣道競技（団体5位入賞）

・
西に

し　

柚ゆ
い衣

さ
ん
（
守
谷
高
３
）

・
大お

お
が
め亀　

杏あ
ん
ずさ

ん
（
守
谷
高
２
）

・
船ふ

な
ば
し橋

里り
の乃

さ
ん
（
守
谷
高
３
）

・
高た

か
は
し橋

萌も
え
こ子

さ
ん
（
守
谷
高
３
）

・
塚つ

か
も
と本

浩こ
う
い
ち一

さ
ん
（
監
督
）

高
たかはし

橋萌
もえこ

子さん
（守谷高３）

第
50
回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手

権
大
会
（
５
位
入
賞
）

広報もりや 12月 10日号で紹介した高校総体（ソフトテニス）の出場者の表示に誤りがありましたのでお詫
びして訂正します。　太田美里さん（左）、久保田ありささん（右）

全
国
大
会
出
場
者
紹
介

全
国
大
会
出
場
者
紹
介

▼
提
出
方
法

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
た
意
見
書
（
様
式
自

由
）
を
窓
口
へ
、ま
た
は
郵
送・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
提

出
す
る

▼
提
出
・
問
合
先　

①
に
関
す
る
ご
意
見

　

市
役
所
社
会
福
祉
課　

社
会

福
祉
Ｇ　

内
線
１
６
２

　

s.fukushi@
city.m

oriya.
ibaraki.jp

②
に
関
す
る
ご
意
見

　

市
役
所
介
護
福
祉
課　

介
護

保
険
Ｇ
・
高
齢
者
福
祉
Ｇ　

　

内
線
１
７
１
・
１
７
７

　

k.fukushi@
city.m

oriya.
ibaraki.jp

※
郵
送
先
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
共
通

　

〒
３
０
２･

０
１
９
８

　

守
谷
市
大
柏
９
５
０-

１　

　

45
・
６
５
２
７

●日本年金機構土浦年金事務所
　☎０２９-８２４-７１２１

　国民年金保険料を納め忘れの方に対しての電話
や文書、戸別訪問による納付案内や免除等の申請
手続き案内を、民間事業者へ委託しています。

▼委託事業者　㈱アイ・シー・アール
　☎０９５４- ６９- １６００
※国民年金 ICR鹿島コールセンター
★ご注意ください！
　委託事業者が訪問する場合、身分証を提示し、
納付書をお持ちの方に限り、保険料を預かること
ができます。納付書がない方から、現金を預かり、
領収書を発行することはありません。また、銀行
口座へ保険料振込依頼をすることもありません。

日本年金機構からのお知らせ日本年金機構からのお知らせ
国民年金保険料納付案内は民間委託を実施 !!

広報もりや 2012.1.1019
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平
将
門
伝
説
や
守
谷
城
主
相

馬
氏
、
最
近
の
移
り
変
わ
り
な

ど
時
代
ご
と
の「
守
谷
の
歴
史
」

を
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

２
月
19
日
㈰
午
前
10

時
〜
正
午
▼
会
場　

中
央
公
民

館
講
座
室
▼
対
象　

市
内
在
住

・
在
勤
の
方
50
人
▼
講
師　

渡わ
た

邊な
べ

雄ゆ
う
い
ち一
氏
（
元
聖
徳
大
学
附
属

取
手
聖
徳
女
子
中
・
高
等
学
校

長
）
▼
参
加
費　

無
料
▼
持
参

品　

筆
記
用
具
▼
申
込
方
法

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま
た

は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

☎
48
・
６
７
３
１

　

切
れ
な
い
刃
物
で
お
困
り
の

方
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

２
月
９
日
㈭
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
会
場

郷
州
公
民
館
美
術
工
芸
室
▼
対

象　

市
内
在
住
の
成
人
の
方
15

人
※
最
少
開
催
人
数
６
人
／
超

過
の
場
合
抽
選
▼
講
師　

取
手

市
楽
研
会
会
員
▼
参
加
費　

無

料
▼
持
参
品　

家
に
あ
る
刃
物

（
包
丁
、
刈
り
込
み
・
剪せ

ん
て
い定

は
さ
み
、
鎌か

ま

等
）、
タ
オ
ル
、

砥と
い
し石
（
ど
ん
な
も
の
で
も
可
）

▼
申
込
方
法　

１
月
31
日
㈫
ま

で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し

込
む

▼
申
込
・
問
合
先　
郷
州
公
民
館

☎
48
・
６
７
１
１

　

３
月
３
日
㈯
か
ら
11
日
㈰
ま

で
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
第
27
回
守
谷
市

美
術
作
家
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
美
術
展
会
場
の
設
営
や

受
付
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ

ん
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
作
業
ス
タ
ッ
フ　

会
場
設
営
、

作
品
の
運
搬
等
の
補
助　

５
人

▼
受
付
ス
タ
ッ
フ　

来
場
者
の

受
付
、
作
品
の
監
視
等　

４
人

▼
申
込
方
法　

２
月
３
日
㈮
ま

で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し

込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課　

生
涯
学
習
Ｇ　

内
線
２
７
９

◆日時　2月 17 日㈮　13:00 ～ 16:00
2 月 18 日㈯　10:00 ～ 16:00
2 月 19 日㈰　10:00 ～ 16:00

◆内容　絵手紙、写真、押し花、工芸、生花、
書道、絵画など

◆日時　2月 19 日㈰　9:45 ～
◆内容　大正琴、フラダンス、日舞、歌

謡曲、かっぽれ踊り、リトミック、
ダンス、ウクレレ、太極拳など

箏
こと

教室（主催：箏
ことかざぐるま

風車）
◆日時　2月 18 日㈯　12:00 ～
◆参加費　無料
◆申込方法　当日受付

◆日時　2月 18 日㈯　10:00 ～ 15:00
◆テーマ　環境のよい街づくり  
◆参加団体　郷州小学校、みずき野町内会、守

谷産業地域協力会、守谷市消費者
の会、もりやをきれいにしよう会、
常総環境センターほか

◆問合先　郷州公民館　☎ 48-6711　
※駐車場に限りがありますので、徒歩・自転車
等でご来場ください

◆日時　2月 18 日㈯～ 24日㈮
※ 20日㈪は休館日
9:00 ～ 17:00
（最終日は 13:00 まで）

◆内容　絵手紙、写真、絵画、トールペ
イント、手芸、ビーズ、短歌

◆日時　2月 18 日㈯・19日㈰　10:00 ～
◆内容　オカリナ、コーラス、ハーモニ

カ、ダンス、歌謡、空手、太極拳、
少林寺拳法、ミュージックベル、
和太鼓、日舞、ジュニアアンサ
ンブル、ゴスペル、リトミック、
体操など

◆模擬店（混ぜ寿司、太巻き寿司、酒まんじゅう、
豚汁、やきそば、おしるこ、そば、野菜販売）
2 月 18 日㈯・19日㈰　10:30 ～　玄関前
（おしるこは18日㈯のみ／そばは19日㈰のみ）
◆お茶会
2 月 18 日㈯　11:00 ～
和室　参加費 300 円
（お菓子がなくなり次第終了）
◆問合先　北守谷公民館　☎ 47-0111　
※駐車場に限りがありますので、徒歩・自転車
等でご来場ください

作品展作品展

発表会発表会

模擬店・お茶会模擬店・お茶会

作品展作品展

発表会発表会

体験教室体験教室

パネル展パネル展

郷
州
公
民
館
ま
つ
り

北
守
谷
公
民
館
ま
つ
り

第
18
回

第
11
回

20

第第
2727
回
守
谷
市
美
術
作
家
展

回
守
谷
市
美
術
作
家
展

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

中
央
公
民
館
事
業

中
央
公
民
館
事
業

歴
史
教
室
「
や
さ
し
い
守
谷

歴
史
教
室
「
や
さ
し
い
守
谷

の
歴
史
」

の
歴
史
」  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

郷
州
公
民
館
事
業　

郷
州
公
民
館
事
業　

刃
物
の
研
ぎ
方
講
習
会

刃
物
の
研
ぎ
方
講
習
会

  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
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講
話
お
よ
び
講
師
を
囲
ん
で

の
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
23
日
㈪
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
▼
会
場　

中
央

公
民
館
講
座
室
▼
講
師　

持も
ち
ま
る丸

修し
ゅ
う
い
ち一
氏
（
取
手
市
教
育
委
員
長

職
務
代
理
者
、
専
修
大
学
付
属

松
戸
高
等
学
校
野
球
部
監
督
、

県
立
竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校
・

県
立
藤
代
高
等
学
校
・
常
総
学

院
高
等
学
校
の
甲
子
園
出
場
監

督
）
▼
参
加
費　

無
料

▼
問
合
先　
市
役
所
生
涯
学
習
課

内
線
２
７
７

▼
日
時　

２
月
５
日
㈰
午
後
１

時
〜
５
時
▼
会
場　

中
央
公
民

館
集
会
室
▼
参
加
費　

無
料

▼
持
参
品　

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

Ｆ
３
、
鉛
筆
２
Ｂ
〜
６
Ｂ
の
も

の
２
本
、
消
し
ゴ
ム
、
鉛
筆
削

り
▼
募
集
人
数　
成
人
の
方
８
人

▼
問
合
先　

木
下　

☎
45
・
５
６
４
５

としょかんへいこう！

◆資料の検索はホームページから（パスワード登録すると、予約・貸出状況の照会や予約申込もできます）
http://www.lib.moriya.ibaraki.jp/ https://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

1月の児童テーマ『わ　ら　う』

パソコン 携帯電話

休　館　日　　１月 10日㈫・16日㈪・23日㈪・30日㈪・31日㈫、２月 29日㈬

開館時間　　中央図書館　　　10：00～ 18：00（※木曜日は、13：00～ 18：00）
　　　　　　各公民館図書室　 9：30～ 16：30

１･2月１･2月

　守谷ハーフマラソン開催のため、2月 12 日㈰
の中央図書館の開館時間は、14：00 ～ 18：00 と
なります。当日は、大会開始前から道路規制が実
施され、大会終了後も中央図書館周辺は車両等で
大変混雑することが予想されます。
　なお、各公民館図書室は通常どおり開館します。

▼日時　１月 13日㈮・14日㈯・17日㈫・18日㈬・
27日㈮、２月 7日㈫・10日㈮
11：00 ～
※日時は変更になる場合があります
※１月27日㈮は赤ちゃん向けおひざでだっこ
　おはなし会（３階視聴覚室） 

▼会場　中央図書館　１階　おはなしのへや

　中央図書館では、子どもたちに読書の楽しみを
伝えていくために、守谷の各学校で本の紹介をす
る、ブックトークという活動を行っています。学
校などで本の紹介をしてみたい方はご参加ください。

▼日程　２月３日㈮・22日㈬
　14:00 ～ 16:00
※両日参加できる方

▼会場　中央図書館　３階　視聴覚室

▼定員　各回先着 60人（要事前申込）

▼講師　小
お ば た

畑信
の ぶ お

夫氏
【講師プロフィール】
ＮＰＯ図書館の学校・理事、図書館流通センター
特別技術顧問のほか大学講師としても活躍中。

▼日程　２月８日㈬
　14:00 ～ 16:00

▼会場　中央図書館　３階　視聴覚室

▼定員　先着 60人（要事前申込）

▼講師　荒
あ ら き

木文
ふ み こ

子氏
【講師プロフィール】
にんぎょうげきコロン団代表。
著作にパネルシアター「にんじんさん　だいこん
さん　ごぼうさん」「忍者家族」などがある。

　パネルシアターの使い方などを学びます。
　パネルシアターとは、布を貼った板に絵人形を
貼っておはなしを展開するものです。

ハーフマラソン開催によるハーフマラソン開催による
開館時間変更のお知らせ開館時間変更のお知らせ

おはなし会においでよ！おはなし会においでよ！

ブックトークボランティア養成講座ブックトークボランティア養成講座
パネルシアター講座パネルシアター講座

▼申込方法　　両講座とも　１月18日㈬ 10:00 以降に電話または、直接中央図書館へ申し込む

広報もりや 2012.1.1021

第
８
回
家
庭
教
育
講
座

第
８
回
家
庭
教
育
講
座

テ
ー
マ「
子
ど
も
に
夢
を
！
」

テ
ー
マ「
子
ど
も
に
夢
を
！
」

  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

ク
ラ
ブ
イ
ー
ゼ
ル
（
油
絵
）

ク
ラ
ブ
イ
ー
ゼ
ル
（
油
絵
）

  

申
込
不
要

申
込
不
要
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野米が届きました
大野小学校児童がお米を贈呈（12月７日）

　大野小学校児童代表の4人が市長を訪れ、もち米
20㎏を贈呈しました。このお米は、総合的な学習
の時間中に作られたものです。
　このお米は、障害者福祉センター「ひこうせん」
や「元気サロン」のもちつきなどで使わせていた
だきました。ありがとうございました。

悲悲 惨な事故を減らそう！
交通事故防止街頭キャンペーン（12月１日）

　事故の多い年末年始を控えたこの日、野目里塚
交差点で事故防止の街頭キャンペーンを行いまし
た。参加団体：取手警察署、取手地区交通安全協
会守谷支部、交通指導隊、交通安全母の会、守谷
産業地域協力会、守谷の交通ルールを守る会、市
省エネルギー対策実行委員会

大大

みみ んなの力でまちがきれいに
環境美化の日（12月４日）

　市内各地で環境美化活動を実施しました。強い
風が吹いていましたが、自分たちのまちをきれい
にしようと、それぞれの地域で一生懸命ごみを拾
いました。

　双眼鏡や図鑑を持ち、北園森林公園に集まった
24 人の市民。守谷鳥類調査会のメンバーに解説
してもらいながら、約３時間の散策中に、カワセ
ミ・カイツブリ・ノスリなど、たくさんの野鳥と
出会うことができました。

たた くさんの野鳥に出会いました
野鳥観察会（12月 10日）

22
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いの人権を尊重しよう
人権週間（12月４日～ 10日）

　一人一人が人権について考え、豊かな人間関係
を築くことができるよう、人権週間に市内６か
所で啓発活動を行いました。また、文化会館では
12月 10 日に県人権啓発推進センター相談員の高

たか

嶋
しま

芳
よ し お

夫先生を迎え、人権啓発研修会を行いました。

互互

●まちの話題を写真記事でお届けします

もも ちまき
守谷小学校上棟式（12月 16日）

クク リスマスの厳かな光
もりやクリスマスファンタジー2011
（12月４日～24日）

子子 どもは音楽が大好き！
夢っ子コンサート（12月 17日）

　中央公民館ホールで恒例の夢っ子コンサートを
開催しました。会場はほぼ満席！　小さな子ども
たちは、ウインドアンサンブル守谷による吹奏楽
の演奏に合わせて歌ったり、体を動かしたり、
とても楽しいひとときを過ごしました。

　守谷駅西口階段に市民の皆さんからいただいた
クリスマスツリーが飾られ、街路樹のイルミネー
ションとともに、駅前広場が厳かな雰囲気になり
ました。大震災のあった年の瀬…道行く人々は、
復興の灯

ともしび

に足を止めて見入っていました。

　守谷小学校校舎改築工事で上棟式が行われまし
た。施工業者の皆さんが子どもたちの記憶の中に
校舎の改築工事を残したいとの計らいから実現し
たもので、５・６年生を対象にもちまきを行いま
した。また、中・低学年の子どもたちにも、もち
を配布しました。

広報もりや 2012.1.1023
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申 込 日 収 集 日

日
大井沢地区
大野地区
高野、乙子、南守谷地区
原、原本町、北園
小山、奥山新田、奥山本田、
辰新田、同地、赤法花

区　　　分

守 谷 市 役 所

発行者　守谷市長　 会 田　真 一
編 集 守谷市役所総務部秘書課

携帯電話から市の情報を入手できます

◆主な内容◆

http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

・もりやクリーンカレンダー
・子育てカレンダー
・図書館蔵書検索
・バスおよび鉄道時刻表
・スポーツ施設予約
・緊急診療案内

〒 302-0198　守谷市大柏 950-1
0297-45-1111（代表）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/
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１月の納期

２月のし尿収集日

・・市・県民税……………４期
・・国民健康保険税………７期
・後期高齢者医療保険料…７期
・上下水道使用料…11・12月分

１ ２ ３
６ ７ ８
13 14 15
20 21 ―
23 24 ―
27 28 ―

平成 23年 12月 20日現在

世　帯 23,487戸 （＋15戸）
人　口 62,857人 （＋47人）
　男　 31,818人 （＋25人）
　女　 31,039人 （＋22人）
昨年同月人口　　 62,460人     

取手医師会病院（小児科除く）

JAとりで総合医療センター（小児科:水曜日除く）

総合守谷第一病院（小児科 : 水曜日）

 ０２９７－７８－６１１１

 ０２９７－７４－５５５１

 ４５－５１１１

前月比

※問合先のＧはグループの略表記

　ごみを出す際に「これって何ごみだっけ？」「どうやって出すん
だっけ？」そんな経験はありませんか？　分かっているようで分か
らなかった、そんな問い合わせが多かった内容を紹介します。
Ｑ　新聞に折り込まれているチラシ・広告物は「紙・布の日」に
　『新聞』と一緒に出していいの？
Ａ　『新聞』と一緒に出してください。
Ｑ　「紙・布の日」に古着を縛って出したけれど、置いていかれた
のはなぜ？
Ａ　大切な資源物が雨等で汚れてしまうとリサイクルできなくな
ります。中身が確認できる透明なビニール袋に入れて出してく
ださい。また、古着以外の布は綿 100％の布がリサイクル対象
となります。その他、枕や座布団、布団、カーペットなどは現
在粗大ごみで収集しています。
Ｑ　『雑がみ』を入れた紙袋の口をガムテープやホチキスで閉じて
いいの？
Ａ　ガムテープやホチキスを使い、閉じてもＯＫです。
Ｑ　ブルーシートを「不燃ごみの日」に出したら、置いていかれ
てしまったのはどうして？
Ａ　ブルーシートはそのまま破砕機に入れると、からんでしまい
処理に支障をきたしてしまいます。お手数ですが 15cm×15cm
程度に切って「不燃ごみ」で出してください。また、ビニールホー
スをごみとして出す場合も同様に、15cm程度に切っていただ
き「不燃ごみ」で出してください。

Ｑ　引っ越しをするので「クリーンカレンダー」どおりに捨てら
れない家庭ごみを常総環境センターに直接搬入したいけれど、
どうしたらいいの？　
Ａ　「クリーンカレンダー」のごみ回収日以外に諸事情により急

きゅうきょ

遽
家庭ごみの排出を希望される場合、有料ですが常総環境センター
へ直接持ち込めます。事前に生活環境課で搬入許可申請手続き
が必要です。搬入の際に使用する車のナンバー、ごみの種別（粗
大ごみについては品物）をお控えの上、来庁してください。
●搬入は月～金曜日（祝日を除く）の 9:00 ～ 16:00
●料金は正味重量 10㎏当たり 63 円（３月 31 日まで）、４月 1
日からは料金の改定により 10㎏当たり 150円

●問合先　市役所生活環境課　内線 148

できることから始めよう！

 １/10 ～１/13 １/25
 １/23 ～１/27 ２/ 8
 ２/ 6 ～２/10 ２/22

正しい  ごみの分別・資源の出し方  Ｑ＆Ａ正しい  ごみの分別・資源の出し方  Ｑ＆Ａ
― 出し方について皆さんの疑問にお答えします ―

知っているようで　知らなかった


